








研究目的 

昭和 52 年先天代謝異常症の新生児マススクリーニングの開始とともに,治療用特殊ミルク

の供給が必要とされるようになり,そのため昭和55年12月から特殊ミルク共同安全開発事

業が開始されている。この事業は特殊ミルクの全国的な安定的供給の体制をととのえると

ともに,特殊ミルクの品質の改良,改善などを検討している。本研究は特殊ミルクの安定的

供給に関する検討を目的としている。今回はこの事業が開始されて以来の特殊ミルクの供

給量についての状況を検討し,スクリーニングで発見される疾患,スクリーニング外の疾患

と特殊ミルクの供給量との関連について検討する。 


